
横浜市資源循環局３Ｒ推進課

横浜市の食品ロス削減の取組
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～ Challenge the Foodloss～

平成30年2月5日

ごみと資源の総量の推移

図－１ ごみと資源の総量の推移
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平成24～28年度：4.2％削減

食品ロス 年間：87,000トン
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図－２ 燃やすごみに占める生ごみと 食品ロスの割合



食品ロスの現状
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食品ロスの種類 生ごみ中の割合 食品ロス発生量

手つかず食品 10.3％

86,922 t/年食べ残し 22.1％

過剰除去 10.1％

【事業系食品廃棄物等（可食部のみ）の発生量】

（平成26年度農林水産省調査より）

【外食産業による食べ残し量の割合】

（平成27年度農林水産省調査より）

調査対象事業所 食べ残し量の割合

食堂・レストラン 3.6％

結婚披露宴 12.2％

宴会 14.2％

【家庭から出る生ごみ中の食品ロスの割合】

（平成27年度横浜市推計）

取組の体系イメージ
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ステップ１

ステップ２

ステップ３

誰もが好んで捨ててる
わけじゃない

“でもしょうがないよね”
↓

“これってよくないよね”

やっぱこうしよう
みんなでやろうよ
もっと知ろう

当たり前の行動

～食を通じた豊かな社会の実現に向けて～

食生活の視点 社会貢献の視点

経済の視点環境の視点

◆きっかけづくり
◆価値観の醸成
◆実践に向けた提案
◆ネットワークづくり

市民・事業者の
主体的な行動

意識の転換



食品ロス削減に向けた取組

１ 環境学習

２ プロモーション

３ 生活の知恵

４ 事業者・団体との連携
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「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）！」

マスコット イーオ
へら星人 ミーオ

環境学習

ＷＷＦジャパンと共同制作による紙芝居
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環境学習
「生ごみ」から土づくり、野菜づくり、収穫祭
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プロモーション（シンポジウム）
「世界食料デー」月間2017 キックオフシンポジウムin横浜を開催 H29.10.1

基調講演 チャールズ・ボリコ ＦＡＯ駐日連絡事務所長

事例紹介とパネルディスカッション
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プロモーション（映画上映会とワークショップ）
「世界食料デー」月間プレイベント「食べるを考える１日。」 H29.8.19
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プロモーション（映画上映会とトークセッション）
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プロモーション（映画上映会とトークセッション）

プロモーション（MOTTAINAI モザイクアート）
メッセージ写真を2,020枚集めるフォトモザイクアート
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生活の知恵（冷蔵庫整理収納講座）
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生活の知恵（３Ｒ夢クッキング）



生活の知恵（生ごみブレンドプロジェクト）

家庭で発生した食品残さを地域コミュニティや
家庭内でたい肥化する取組

講習会の開催 リーフレットの作成
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食べきり協力店登録状況

前年度までの累計 当該年度登録数

事業者・団体との連携（食べきり協力店）

425

579

686
743
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以下の５つの項目のうち１つ以上実践する
店舗を「食べきり協力店」として登録

①小盛りメニュー等の設定
②持ち帰り希望者への対応
③食べ残しを減らすための呼びかけ実践
④ポスター等の掲示による、食べ残し削減に
向けた啓発活動の実施

⑤上記以外の食べ残しを減らすための工夫
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事業者・団体との連携（食べきり協力店）

事業者・団体との連携（横浜市食の３Ｒきら星活動賞）
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食品廃棄物の削減に向け、積極的に取組を行っている
市内事業者を表彰

・株式会社ファンケル
・ユニー株式会社
・株式会社大珍僂

平成29年度
表彰者
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事業者・団体との連携（プロスポーツチーム）
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事業者・団体との連携（プロスポーツチーム）



事業者・団体との連携（使い切りレシピ）

第三弾（平成30年1月発行）
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イトーヨーカドー クッキングサポートコーナーでのＰＲ

結ぶ

企業の皆様

ビジネスモデル
商習慣
環境経営

市民の皆様

意識・価値観
行動

事業者・団体との連携
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